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①関東構造盆地と関東造盆地運動 

利根川は，日本最大といわれる関東平野を横断

して銚子から太平洋に流入するが，近世以前に

は，関東平野中央部を南流して東京湾に注いで

いた．ここでいう関東平野中央部とは，埼玉県

の北東部を主とする地域で，関東平野の中でも

低地の広く発達しているところである．この低

地の形成には，この地域の沈降運動と利根川の

堆積物による埋積が大きくかかわっている． 

関東平野中央部の沈降運動については，平野に

広く発達する台地地形の上面高度が，関東平野

中央部に向かって低まっていることに着目した

矢部長克・青木簾二郎両氏によって最初に認め

られ，1926年に≪関東構造盆地≫という新しい

名前がつけられた．さらに，この構造盆地をつ

くる沈降運動は，その永続的性質から≪関東造

盆地運動≫と呼ばれた．1936年に大塚弥之助氏

は，横浜・川崎付近の地表で観察される洪積世

前期の貝化石を含む地層が，埼玉県不動岡（現

加須
か ぞ

市）の地下100ｍにあることをボーリング

試料の検討から確認し，関東造盆地運動を地質

学的に実証した．このようにして関東平野中央

部の沈降運動は広く認められるようになり，そ

の後多くの研究がなされている．（本誌第18号

に≪関東堆積盆地≫として特集されているので

参照されたい）．しかし，この地域における古墳

時代以降の沈降運動と利根川による埋積現象に

ついては，従来ほとんど研究されていなかった．

本稿では，この問題を考察する． 

②関東平野中央部の低地地形とその特徴 

関東平野中央部の地形は，図１のごとく台地と

低地からできている．西部には平野周縁部をつ

くる丘陵および扇状地性の台地が分布し，東部

には下総台地がありさらに常総の台地へとつづ

いている．南部の大宮台地は，桶川西部地域に

最高点があり標高約30ｍを示している．そして

ここより北・東・南の方向に漸次低くなり，一

般に15～20ｍの標高を示す．大宮台地の地形に

は綾瀬川に沿って段差が認められ，北東側の岩

槻・蓮田・白岡の台地が低くなっている．さら

に北方では台地面の高度は低くなり，台地面は

沖積低地面との比高が小さく，やがて沖積低地

の地下に埋没して≪埋没ローム台地≫となる．

図２は，加須低地を南北に切る地質断面図で，

台地が沖積低地下に埋没している様相を示して

いる．利根川の北側には，標高20～25ｍの館林

台地があるが，この台地面は南方へ向かって低

くなり，加須低地地下の埋没ローム台地へと続

いている． 

関東平野中央部にある加須低地は，この埋没ロ

ーム台地の分布により特徴づけられる低地で，

河川に沿う自然堤防のほかに，地表近くに関東

ローム層の分布する埋没ローム台地よりなる微

高地が認められ，その分布は，低地の周縁部に

多く，低地中心の加須付近には認めにくくなっ

ている．加須低地の自然堤防は，古流路にそっ

て形成されたものが多く，１～３ｍの微高地を

つくり，自然堤防の間には古流路を示す低湿地

が対をなして残っているところが多い．このた

め自然堤防を追跡すると古流路をえがくことが

でき，曲流をくり返しながら低地内部を乱流し

たことがうかがえる． 

さらに加須低地の特徴として河畔砂丘があげら

れる（39ｐ．図８参照）．これは，内陸の河畔砂

丘として比較的大きなものであり，古流路のう

ちでも大きな会の川に沿って発達している．羽

生市上新郷，岩瀬，砂山，加須市志多見などに

大きなものを形成している．上新郷のものは比

高10ｍ以上に及ぶ高いものであり，志多見の砂

丘は広く数条の砂丘列をつくっている．最近，

砂の採掘のためにくずされ，河畔砂丘の多くが

消滅している． 

加須低地西方の利根川に沿う低地は，妻沼
めぬ ま

低地

とよばれている．この低地は東西に長く，南の

本庄・櫛挽
くしびき

台地，北の伊勢崎の台地の間にあり，

崖線で境されている．とくに南側の崖線は立川

段丘を切るもので，深谷断層とよばれている．

妻沼低地は，利根川に沿う自然堤防と後背湿地 

関東平野中央部における 

歴史時代の沈降運動と低地の形成
堀口万吉＝埼玉大学教養部教授（地質学） 

写真１－羽生市小松（埋没）古墳の発堀状況         図１－関東平野中央部の地形区分 



    

 

URBAN KUBOTA NO.19｜7 

のほかに，荒川による新（期）扇状地で特色づけ

られる．荒川の新扇状地は，大麻生付近が標高

45ｍで扇頂にあたり，玉井・中条・曙町にいた

る地域で，中条付近で標高25ｍを示し，平均傾

斜1000分の２程度となっている．新扇状地の西

部には，扇頂より扇端にかけて河流跡を示す凹

地が何本も認められ，新扇状地形成の後期（平

安時代）には，荒川の流路は西にかたよって乱

流していたことがうかがえる．新扇状地の扇端

には湧水がみられ，星川などの小河川の源流と

なっている．新扇状地の東側には低湿地が発達

しており，中条あるいは南河原などの条理遺跡

が分布している． 

このような低地の発達のちがいや周辺台地との

地形や地質構造の比較から，関東平野中央部は

いくつかの小ブロックに区分され，それぞれが

少しづつ異なった昇降運動をしていると考えら

れる．そして，大局的には関東造盆地運動とし

てとらえられる大きな構造盆地を形成している

ことになる． 

③低地における考古遺跡の埋没現象 

歴史時代における関東平野中央部の沈降運動は，

一般に関東造盆地運動の継続として考えられて

いるが，これまでの研究では多田文男氏により

河畔砂丘の形成の条件として考えられたくらい

で，あまり詳しいことは知られていない．ここ

では，古墳および条里遺跡など考古遺跡の埋没

現象を中心にこの問題を考察する． 

考古遺跡の埋投現象はとくに目新しいことでは

ない．たとえば洪積台地の上にある縄文遺跡を

みると，どこでも黒色表土層に被覆されており，

一般に20～30ｃｍぐらい埋積されているのがふ

つうである．また沖積低地においては，古墳時

代の遺跡が河川堆積物によって20～30ｃｍ，と

きには50ｃｍちかく埋積されていることが多い．

このように，台地や低地をとわず遺跡の埋積が

認められるが，これらは風成あるいは河成の堆

積物が，堆積と侵食による流出をくりかえしな

がら薄い堆積層となって遺跡を埋積していった

ものである．ところが，関東平野中央部の加須

低地および妻沼低地においては，考古遺跡が１

ｍ以上の深いところに埋没して，他の地域とは

際立った特色を示している．以下，本地域にお

ける埋没遺跡の例を示す． 

≪行田市斉条第５号古墳≫ 

加須低地西縁部にあたる行田市斉条
さいじょう

の水田の下

から偶然に発見されたもので，栗原文蔵氏によ

って発掘調査された古墳である（図８の⑤地点）．

行田市教育委員会（1964）の発掘調査報告書に

よると，この古墳は，墳丘の上部が水田耕作に

よって破壊されており，古墳の存在は全く知ら

れていなかったが，土採りで深く掘られたため

に石室の石積みが発見され，栗原氏により確認

・調査されたものである．調査には埴輪列確認

のための発掘と周堀確認のトレンチ３本が掘ら

れ，古墳の形態が明らかにされた． 

古墳を埋積する土層をみると，墳丘の北側と南

側ではちがいが認められる（図３）．図３Ａは

北側の断面で，関東ローム層（大里
おおさと

ローム層

（注１））を基盤として，その表土層（黒色土）

をあまり乱すことなく，盛土によって墳丘が構

築されている．周堀は墳丘の裾下から約35ｃｍ

掘り込まれており，周辺の表土の流れ込みによ

る青黒色土で埋積されている．さらに墳丘全体

は洪水などによる沖積堆積物により，1.0～1.5

ｍ埋積されている．この表層は，水田の耕作土

となっている．墳丘の南側の断面は図３Ｂのご

とくで，北側断面（Ａ）にくらべると，関東ロ

ーム層を盛り上げた墳丘の被覆層としての暗茶

褐色土と，埋積沖積土上部の灰褐色土とが追加

して認められる． 

調査結果を総合すると，この古墳は直径19ｍ，

高さ（推定）1.8ｍ，周堀幅1.3ｍであり，古

墳基底面より70ｃｍ上のところを埴輪列がとり

まいていたことになる．この墳丘をめぐる埴輪

列のレベルの検討によると，古墳の東側が低く

下がっており，この古墳は東側が低くなる台地

の緩斜面に築造されたと推定される． 

ンラン石を特徴とする富士山の火山灰を混入している．

その混入比率は南部へいくほど大きくなっている．約

２万年前以後の火山灰で，軽石層の少ない埼玉県下で

は鍵層として利用されている． 

注１：大里
おおさと

ローム層＝埼玉県北部の大里・児玉・北埼

玉地方の台地表層をつくる関東ローム層で，南関東の

立川ローム層最上部層，北関東の上部ローム層に対比

される．斜方輝石の多い浅間山の火山灰を主とし，カ

図２－加須低地の地質断面 

図３－行田市斉条第５号墳埋没土層断面図                  図４－行田市斉条第５号墳の復元断面図 
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古墳の埋没の様子は，図４の復元図に示すよう

に台地の表層をつくる関東ローム層を基盤とし，

黒色表土層を乱すことなく，周辺のローム層を

盛土して墳丘がつくられた．やがて墳丘表層の

風化と流下により周堀が埋積し，さらに墳丘の

下部が，洪水などによる沖積土により埋積され

た．その後，水田耕作の進展とともに墳丘の上

部は削剥・破壊され，現在のように地表からは

古墳の存在すらわからなくなってしまったので

ある．この古墳の築造年代は６世紀中頃と推定

されている． 

≪羽生市小松（埋没）古墳≫ 

加須低地の中央部に近い羽生市小松の小松神社

裏の地下から，1979年５月に発見された古墳で

ある（図８の⑦地点）．古墳の発見された小松

地区は会の川の自然堤防にあたり，標高約17.5

ｍである．神社裏の道路に沿う水道鉄管の埋設

工事のために，深さ約1.5ｍの溝を掘っていた

ところ，石積みの石室の頂部があらわれ緊急調

査がなされたのである（７ｐ．写真１）． 

調査結果はまだ報告されていないが，石室の頂

部は少し破損しており，地表下約1.2ｍのとこ

ろにある．石室の床面は約３ｍの深いところに

あり，床面の下には約80ｃｍの黒色～暗灰色土，

さらに関東ローム層（大里ローム層）がつづい

ている．小松古墳の年代は古墳時代後期（７世

紀）と考えられる．この古墳も，関東ローム層

のある台地上に築造されたが，現在は地表下約

３ｍのところに埋没していることになる． 

このように水田下に埋没している古墳は，熊谷

市中条，羽生市新郷・尾崎など利根川南岸地帯

に20ヶ所あまりあるといわれる． 

≪南河原条里遺跡≫ 

妻沼低地東縁部の埼玉県北埼玉郡南河原村南部

の水田地帯には，大規模な条里遺跡のあること

が知られていたが，この地区の圃場整備事業に

ともなう発掘調査が行なわれ，詳細なことが報

告されている．（図８の⑩地点） 

南河原条里遺跡は，その南北を自然堤防にはさ

まれた標高21ｍ前後の水田地帯にある．水路跡

などの条里遺構は深さ約１ｍのところから見出

され，発掘トレンチの地質断面からみると，そ

れらは，沖積層による埋積をくりかえしうけな

がら現在にいたっている．沖積層の中には，古

墳時代以降の火山灰層が挾まれており，埋積の

様子をさぐる良好な鍵層となっている．これら

の火山灰層は，上位よりａ火山灰（Ｔａ），ｂ火

山灰（Ｔｂ）．ｃ火山灰（Ｔｃ）と呼ばれ，各火山

灰の重鉱物組成は図５のごとくである． 

Ｔａ・Ｔｂはともに白色軽石粒で，粒度はＴｂの

方が細かく，重鉱物組成は両者とも似ており，

斜方輝石が圧倒的に多く，単斜輝石がこれにつ

ぐ特徴を示している．軽鉱物では発泡性のよい

火山ガラスや包含物の多い斜長石が含まれてい

る．Ｔａ・Ｔｂはともに浅間山起源の火山灰であ

り，Ｔａは天明３年（1783）爆発の火山灰に，

Ｔｂは天仁元年（1108）噴出の火山灰に対比さ

れている．Ｔｃは灰色細粒のシルト成分の多い

火山灰で，一般的に薄い砂質粘土層となってい

る．重鉱物組成は角閃石が多く斜方輝石がこれ

につぎ，単斜輝石の少ない特徴をしている．Ｔｃ

は角閃石安山岩質の組成を示し，榛名火山二ッ

岳の火山灰に対比され，その年代は西暦600年

ごろと考えられている． 

図６は，南河原条里遺跡における火山灰層堆積

の１例である．図にみるように，耕作土下部の

灰褐色粘土層の中にＴａが混っており，Ｔｂは

地表下約85ｃｍのところにはさまれている．Ｔｃ

は約120ｃｍの深さにあり，１～２ｃｍの薄層で，

上下に黒色泥炭質粘土の薄層をともなっている．

条里遺構の溝はＴｃを切ってつくられ（600年

以降につくられ），Ｔｂに被覆されている．他の

地点ではＴｃを切ってつくられた溝が，埋積を

くりかえしながらも，現在まで引き続き水路と

して使用されている例もある．この遺構の年代

と産出土器の年代とは矛盾しておらず，古墳時

代以降この地区では埋積をくりかえしながらも，

水田耕作がつづけられたことがうかがえる． 

火山灰層は，この地区ばかりでなく熊谷市中条，

行田市池守・小針，羽生市宝蔵寺沼など周辺地

域に広く認められ，火山灰層を鍵層としてこの 

 図６－南河原条里遺跡の地層断面（Ａトレンチ 212～218ｍ）      表１－低地における年代のわかる埋没現象一覧 図５－南河原条里遺

跡における火山灰（

鍵層）の重鉱物組成 

図７－南河原条里遺跡における埋積状況 



    

 

URBAN KUBOTA NO.19｜9 

地域の埋積されていく様子を推測することがで

きる． 

図７は， 南河原条里遺跡におけるＡトレンチ

（ＡＴ-200～350ｍ間）の例である．この図では，

火山灰層を鍵層として，その間の粘土層を一括

してＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ層とし，累積（埋積）

の状況を示した．Ａ層とＢ層は，場所により若

干の厚さの差はあるが，広く全域に分布してい

る．Ｃ層は，Ｔｃとともに東部にのみ分布して

おり，その西端はＡＴ67～71ｍ 付近でみられ，

下のＤ層にアパット（注２）するかたちで堆積し

ている．Ｄ層とＥ屠は漸移しており，Ｅ層は泥

炭質粘土層である． 

以上からこの地域の埋積の様子を推測すると，

Ｅ・Ｄ層と次第に乾陸化し，一時期は洪水の影

響を受けない微高地がこの地域西部にできたと

考えられる．その後再び洪水の影響をうけるよ

うになり，東部からＣ層が堆積をはじめ，次第

に西部が埋積されるようになり，Ｔｃ降灰の頃

は一時的に湿地性堆積物を形成するようになっ

ている．条里制水田がつくられるＢ層堆積の頃

は，全域的に洪水の影響をうけるが，水田耕作

には適したところになっていたのであろう．こ

のようにして，この地域の埋積現象は断続的で

はあるが，Ｃ層以後全体的に埋積区域を拡大し

ていったと推定される． 

考古遺跡の埋没は，このほかに行田市藤の宮遺

跡，鷲宮町堀之内遺跡，行田市小針遺跡，越谷

市見田方遺跡などで知られている． 

考古遺跡以外のものでも埋没現象を示すものが

多いが，深度とその年代の両方が知られている

ものは少ない．現在までに求められている資料

としては，
1 4
Ｃ年代測定資料および沖積世火山

灰の埋積深度がある．関東平野中央部の低地に

関係するこれらの資料をまとめたものが表１で

ある．各資料の地点は，図８に示してある． 

④古墳時代以降における沈降運動 

上述したように，関東平野中央部の加須低地お

よび妻沼低地における遺跡の１ｍ以上におよぶ

埋没現象は，一般的な遺跡の埋没とちがって，

その深度が大きくまた広域にわたる特徴を示し

ている．また，加須低地の地表面勾配をみると

0.3×10
－  3
と非常に緩いものであり，利根川の

現河床堆積物（砂）の粒度分布をみると妻沼付

近に粒度の急変点がある．さらに，沖積火山灰

層の埋積の様子をみると，薄層が順次累積した

ものである．これらの事実から，この低地では，

埋積物が大洪水のような過剰な河川堆積物によ

って，短時間に厚く堆積したものでなく，基盤

の相対的な沈降運動（関東造盆地運動）にとも

ない，それを補償するような形で順次堆積した

ものと考えられる．すなわち関東平野中央部に

おいては，古墳時代以降も沈降運動が継続して

おり，利根川の堆積物がそこを埋積したために，

加須低地など特異な性格の低地が形成されたの

である． 

低地における沈降運動の度合いをみるために，

表１の各地点における，埋没深度とその年代と

の関係を図９に示した．この図の中で
1 4
Ｃ年代

資料と火山灰の深度については，その範囲を線

分で示している．考古遺跡については，土器型

式を主体とするため年代の確定はむずかしいが，

古い年代を用いて図示してある．また，図中に

は埋没速度の目安として，１年間に２ｍｍ，１

ｍｍ，0.2ｍｍの埋積速度を示す線をえがいて

ある． 

図９にみるように埋没速度の１番大きいところ

は，羽生市小松古墳の年間2.2ｍｍで沈降運動

がきわめて激しいことを示しているが，最も多

いのは，１ｍｍ前後のところである．越谷市見

田方遺跡は0.2ｍｍと小さく，比較資料として

示しておいた．この図から本地域の平均的な埋

没速度について，年間２ｍｍ，１ｍｍ，0.2ｍｍ

の３つのグループに分けることができる．この

グループ区分の分布は図８に示されている．こ

の沈降速度分布の形は，武蔵野ローム層基底の

構造等高線図（注３）の形に近似しており，古墳

時代以降の沈降は，武蔵野期（約５万年前）以

降の変動を引継いでいると考えることができる

が，今後さらに詳しい検討が必要であろう． 

 

図９－低地における埋没現象の年代と深度               図８－低地における古墳時代以降の埋没現象のある地点 

注２：アパット＝下位の地層に対して上位の地層が大

きな角度で（ぶつかるように）堆積した場合をいう．

ゆるい角度で（平行に近く）堆積した場合は，オーバ

ーラップという． 

注３：本誌第18号40ｐ．に「加須低地を中心とした武蔵

野ローム層の基底等高線図」として収載されている．


